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本研究では、フィリピンのメトロマニラに位置するデラコスタプロジェクトを調査対象として、事業と運営管理の特性、
計画技術の変遷、居住者組織の運営と居住規約に関する協議録解読によるコミュニティの自立プロセス、居住者の居住実
態とRCCの関連性にっいての分析を行うことにより、コミュニティ・エンパワーメントへと繋がる低所得者層用住宅地
における協調的な住宅地マネジメントにっいて考察した。
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TheDeLaCostaHomesPrqjectf()raverageandlowincomegroupshasbeencarriedoutverywellbyFreedomtoBuildinMetro
Manila,Philippines.Thispaperanalyzedthecharacteristicsoftheproject,thedevelopmentofsiteplanningtechnlques,andthe
independentprocessofthecommunitybydecodingtherecordsonresidents'administrationandresidentsラrulesandtherelationship
betweenresidents'conditionsandtheRomanCatholicChurch(RCC),Weexaminedthesiteco-operativemanagementthatattemptsto
connectcommunityempowermentintheresidentialsitefbrIowincomepeople.

1.研究の背景と目的

東南アジア諸国の大都市では、急速な都市化による住

宅不足問題の深刻化に対して、政府・民間企業・非営利

組織等が低所得者層を対象とした様々な住宅供給事業を

進めている。

これまでに、1970年代には各国政府によるトップダウ

ン的開発計画が低所得者層の要求とは無関係に進んだが、

生活が安定しないことなどを理由に、低所得者層を強制

退去に追い込むといった事態も生じた。その後、居住者

自身が住宅を計画・施工・管理する自助建設方式が提唱

されたが、これも自助建設だけでは労働負担が増加する

だけで低所得者層が有する根本的な問題の解決には繋が

らないことが次第に明らかになってきた。1980年代後半

以降は、国連はイネーブリング戦略主Dを提示し、行政は
民間組織・NGO・NPO・住民組織を活用した解決方法を

模索するようになり、ハード面の仕掛けだけでなく持続

的に住環境を管理・運営するソフト面での方策も創り上

げられつつある。

フィリピンでも1980年代からイネv-一ブリング戦略が

積極的に導入され、民間組織によって低所得者層用住宅

供給事業を促進する政策や、NGO・NPOによる住環境

整備支援が徐々に成果を上げている。ハード(住宅)の

供給からソフト(コミュニティの育成など)へと支援方

法が変化している中で、支援される居住者の自立に繋が

る居住者組織やネットワークの構築、住環境を包括的に

網羅した居住規約や細則の施行など、長期的居住を見据

えた住宅地計画と住環境マネジメントが模索されている。

特に低所得者層用住宅事業では、個々の居住者が学習

や協議を重ねていくことで住宅供給者注2)・支援側や規約
の管理・束縛から解放され、住環境全般のセルフマネジ

メントを達成することが重要と考えられるが、こういっ

た一連の過程の実態を分析・検証した研究は少ない。

*1九州大学大学院芸術工学研究院准教授

*3TAO・PHILIPINASProgramCoodinater

率2UniversityofthePhilippines,SchoolofUrbanandRegionalPlanning,Assoc.Prof.
*4竹中工務店(当時九州大学大学院芸術⊥学1fぜ大学院生)

一83一
住宅総台研究財団研究論文集㎞36.2009年版



本研究では、画一的な住宅が大量供給されがちな低中

所得者層用住宅事業を対象として、居住者個々のエンパ

ワーメントとその連続・集合・拡大が住環境全体として

のコミュニティ・エンパワーメントを形成するという仮

定に立ち、①住宅供給事業のフィジカルな内容と成果、

②居住者コミュニティの組織化とその自立のプロセス、

③居住規約と居住の実態、以上の3点を実態的に明らか

にすることを通して、居住者と供給・運営側とが一体と

なった協調的な住環境マネジメンド13)手法に関する知見
を得ることを目的としている。

2.研究対象と調査方法

本研究では、フィリピンのメトロマニラに位置するデ

ラコスタプロジェクト(DeLaCostaHomesProject、以
下DLCH)を調査対象とする。

DLCHとは、1976年に創設された公益建設会社

FreedomtoBuild,Inc.(以下FTB)による低中所得者

層を対象とした低価格住宅供給事業である。居住者がそ

の経済状況に応じて増改築することを前提にしたコアハ

ウスが供給され、増改築に必要な建材・資材の供給も行

われている。またFTBは、住宅竣工後も継続的に住環境

管理からコミュニティ支援までを行っている。

研究の方法としては、まずDLCHの事業と運営管理

の特性を概観し、DLCHの約20年間の計画技術の変遷

を検証する。次に、FTBと居住者組織(HomeOwners

Association、以下HOA)の運営と居住規約(Restrictive

CovinantsContract、以下RCC)をめぐる協議録を解読

し、コミュニティの自立プロセスについて考察する。さ

らに、最新事業の居住者の居住実態とRCCの関連性にっ

いて分析を行う。

調査は、2008年に計3回に渡り現地へ赴き、関連諸機

関、FTBヘッドオフィス、FTBフィ・一一ルドオフィス、居

住者ヒアリング、実測調査等を行った。

3.メトロマニラ近郊住宅事業の現状

メトロマニラでは、都市化や物価の高騰が急速に進み、

人口集中(人口9,932,560人、人口密度15,617人/k㎡、

2000年)注4)が深刻化している。また、地価の高騰によ
り都心では住宅の高層化が進んでいる一方で、パッシグ

川流域の不法占拠居住区の再定住事業等に代表されるよ

写真2-1DLCHV

うに、郊外では画一的な住宅地が秩序なく広がりっっあ

 る。

HUDCC(HousingandUrbanDevelopment

CordinatingCouncil)7仁5)によると、2001-2004年の4
年間のフィリピン全土における低所得者用住宅の供給世

帯数は、社会住宅iiz6)が約49万世帯(目標88万世帯)、
経済住宅ili7)が約39万世帯(目標32万世帯)となって
おり、合算すると全住宅供給数の約75%に相当する。特

に、民間組織による低中所得者層から中所得者層を対象

とした郊外型狭小戸建住宅地の建設が増加傾向にあり、

今後はそれら住宅地による持続可能な都市基盤の構築も

問われている澗。

4,FTBとDLCHの事業特性

4-1.FTB

FTBの創設者は元神父の米国人WiliamJ.Keyes氏で、
1970年代後半にUNCHBP(UnitedNationsCenterfor

Housing,BujldingandPanning)の住宅調査への参加後
「貧困者による貧困者のための住宅」を住宅供給組織を立

ち上げた。設立当初から、「低所得者層の住宅プロジェク

トにおいては居住者がともに協力し政府の支援に頼らず

に自立していくべきであることが重要である」と唱えて

いる。そのため、DLCHでは居住者を住宅所有者(Home

owners)として住環境の管理・運営の主体と位置づけ、

住宅や住宅地全体への所有意識を高めることで、持続可

能な住環境形成とコミュニティ全体の質の向上を目指し

ている。この基本的理念は、JohnF.C.Turnerの思想iE9)
に基づいている。

現在、DLCHの事業主FTBは、1992年の7279法tli]°)
により事業に対する利益率を8%(2008年3月時点)に

抑え、政府から公益団体として税金面での優遇措置を受
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けながら運営を行っている。

事業の進め方は、既存プロジェクトの利益と政府補助

金を元手に土地の選定・購入を行い、政府の許認可後、

土地整備・住宅建設に着手する。また、入居と建設を同

時かつ段階的に行いながら住環境を整備していく。その

ため、入居者も日常的に建設の過程を目にすることにな

る。さらに、住宅建設完了後はHOA設立を支援し、フィー

ルドオフィスにて融資関連書類や居住者データ等を一括

管理する。その後は、数年程度経過を見ながら徐々に居

住者主導の運営管理へと移行し、最終的に全ての運営管

理をHOAへ委託する。

このように、FTBはボランティア的精神に立ちながら

事業にあたる姿勢を基本としており、居住者の中には設

立経緯や姿勢に共鳴して入居を希望した世帯も多い。

4-2,DLCHの事業特性

DLCHは、低中所得者層、特にPag-IBIG注IDを利用
して融資を受けることができる入居希望者を対象とした

低価格住宅地(住宅と土地で約30万ペソー約75万円)

であり、メトロマニラの中でも極めて特徴的な事業とさ

れている。1982年より現在までに、DLCHI～V計約

8,000戸が供給されている(図4-1)。

入居希望者は、まずFTBに入居の旨の書類提出を行う。

FTBは書類審査後に入居希望者を「セミナー」に招き、

DLCHの特徴・運営の方針・規約等をワークショップや

レクチャーを通して説明し事業への理解を求める。「セミ

ナー」参加後、これらに同意した入居希望者は購入手続

へと進む。FTBは、このように入居に関わる初期段階から、

住環境に対する居住者の協調姿勢が得られやすい仕組み

を整えているといえる。FTBへのヒアリングによると、「セ

ミナー」後の賛同率は約90%と高く、殆どの入居希望者

が購入手続に進むという。しかし、ここでPag-IBIGへの
登録が必要となり、安定した就労状況、ローンの返済能

力等が審査機関により審査される。

全ての条件を満たした入居希望者は、RCd　】2)に同意
し購入へと至る。RCCには、絶対高さ、セットバック規定、

通風や採光確保のための増築制限など建築的な制限が記

されており、住環境維持の基本的ルールとなっている。

増改築の施工に関しては、希望者はFTBから建材購入が

可能である。近年は材料価格が高騰しているが、FTBは

フィールドオフィスに一定量をストックし、入居時価格

で供給している。

また、FTBは住宅竣工後も数年に渡って注]:1)増改築等
の申請許可や個々の増改築相談に関わりながら、一方で

RCCに違反した世帯に対しては指導を行う。これらは全

てFTBが雇用した専門職員が対応する(表4・一])。例えば、

エステートマネージャー(EstateManager)は定期的に住

宅地を巡回し建築違反等を監視する。その他コミュニテ

ィオーガナイザー(CommunithOrganizer)などの専門性
を持つ職員の雇用は、職員の役割を多元化しながらより

居住者と近い関係で相談に応じるシステムに繋がってお

り、コミュニティ内の紛争や増改築の違反等を低減させ、

個々の不満や要望等が改善へと反映されることにも繋が

っている。

HOAに関しては、全入居世帯が会員になることが条件

となり、年2回の全体集会(GeneralAssembly)、毎月

の月例会議(MonthlyAssembly)の傍聴やコミュニテ

ィ活動への参加が促される。さらに、FTBは工事、新事

業やRCCなど住環境全般についての情報伝達を行うた

め、HOAを介して全世帯に「ニュースレター」を配布し

ている。DLCHI～Vのこれまでの概括的変遷は表4-2

に示した。

5.DLCHの住宅地計画技術の検証

5-1.BP220とIRRBP220

DLCHI～Vの住宅地計画技術は、50㎡程度の敷地、

20㎡程度のコアハウス、20戸程度のブロック、段階的

道路ネットワーク、自動車通過交通の排除などの基本的

コンセプトを踏襲しながらもプロジェクト毎に少しずつ

変化している。その住宅地計画技術を、経済・社会住宅

表4-1F-rBの専門スタッフ

エステート
マネージャー

濡田
コ`

住宅生産・設計・建設部門を担い、事業全体の総監落としての賃任をもつ。
労働者や居住者間のトラブルに対応したり、増改築の相談にのったりと、
アシスタントと共に住宅竣工後も設計・監査業務に関わる。DLCH1に居住
しており、DLCH2からの長年の経験が現在の事業計画に活かされている。

住宅管理部門を担い、住環境の点検・修繕・清掃等を管理している。RCC
に基づき、住宅の増改築違反の点検も行っており、違反者への対応も行う。
現在は週に4回はDLCH5に出勤し、2回はDLCH3と4の巡回を行って
いる。DLCH2に在住し前任の仕事を受け継いで2006年から職に就いた。

コミュニティの脅成と組織化に閏わり、HOAの月例協議会に出席し助言や
支援をする他、HOAの新たな事菜を浸透させるため、ディストリクトでの
説明会や近隣のトラフル、居住者の悩みまで細やかに対応する。
元はNGOの調査員て、豊冨な経験がDLCHのコミュニティを支えている。

表4-2DLCHの変遷

       198219831984198519861987198B198919901991199219931994199519951997199819992㈱2001200220032◎◎42CO52006200720G8

                     9

              纐_馨ご嘱滋__灘鴛饗鶏灘驚撚、
       DLCH4「

       DLCH5

       ・デラコスタホーム事業開始デラコスタホーム最大の2の建設開始・1994年増築計画書類提出を定める

       ・20㎡,40r㎡,60㎡の3種類計5タイプの住宅を販売開始.デラコスタホーム3の建設開始
       ・BP220改定によりDLC4,3-phase4,5では20㎡タイプ供給のみに限定される

       DLCHコミュこティオーガナイザーが雇われる・DLC5造成に伴いRestrictiveCovenantsを改定
       変}蓼エンジニアが箏業の総合監蟹として腿われるDLC2でHOAが1つに統合される

       エステートマネージャーが住宅管理や椙談役として雇われる

       DLC1の道空間の管理権を地方政府に譲渡

       DLCll2のコミュニティセンターの管理権を
       HOAに譲渡

       法律・社会経済住宅を対象とした住宅法案BP220が公布されるBP220が改定される畠BP220が改定される
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事業の開発を促進・助成するために制定された大統領令

BATASPAMBANSA220(以下BP220)注14)と緩和規定
であるIRRBP220(lmplementingRules&Regulationfor

BatasPambansa220)注}5)を指標として分析を行った。
IRRBP220では独自にオープンスペースを定義し、細か

く規定している。基本的に住宅分譲地以外はオープンスペ

ースとしており、「循環機能スペース(道路)」、「コミュニ

ティ施設用地」、「公園及び遊び場注16)」、「イースメント」、「中
庭」に分類される。「イースメント」とは住戸前面をオープ

ンスペースとした空間であり、IRRBP220で設置義務が規

定されている。1994年改訂のIRRBP220ではイースメントの

最低設置幅の規定は2.Omから1.5mとなった。

5-2.IRRBP220とDLCH

IRRBP220には住戸の最低完成度が規定されており、

社会住宅では住戸の最低完成度がシェルハウスであるこ

とが定められている。シェルハウスとは最低限必要な外

壁、窓・扉等の開口部、上下水道設備、住戸内電気配線

設備、床を備えた住戸のことである。経済住宅ではシェ

ルハウスの最低限必要な要素を満たし、さらにすべての

窓、扉、そして間仕切壁を備えたコンプリートハウスが

最低完成度とされている。DLCHIVとVでは、1区画50

～60nfの敷地と、スターターハウスと呼ぼれる延床面

積約20㎡のコンクリートブロック造のコアハウスをパッ

ケ～ジとして分譲しているが、このスターターハウスは

シェルハウスと位置づけられ、イースメントや住宅面積、

建材、その他の規定においてもIRRBP220の建築基準と

大きな差異はない(表5-1)。供給住宅は1994年頃まで

は5タイプ12種類の住宅が供給されていたが、物価や土

地の高騰をうけて実施されたIRRBP220の改定を背景と

して、DLCH3のPhase4の建設時から1タイプのみと

なった。

DLCHI～Vのサイトプランニング技術をみると、

IRRBP220で定めれた道路ヒエラルキ・一一・Xt17)の規定を尊守し
ながら道路や歩道を計画的に配置している。また、遊び場や

コミュニティ施設用地の面積割合を見るとIRRBP220の基準

よりも余裕をもって配置されている。これはIRRBP220にお

いて事業計画は費用を最小限にすることだけを考えるのでは

なく、将来を見据えたの土地活用や拡張の準備も考慮しなけ

ればならないと明記されているためだと考えられる。DLCH

In以降は遊び場を小型化し分散化することにより配置数を増

やし、各住戸からのアクセシビリティを高めていることも分

かる(図5-1)。

5-3.サイトプランニング技術の変遷

サイトプランニング技術の変遷を具体的にみていく。

DLCHIは、住戸数も少なく比較的シンプルなサイトプ

ランである。メインストリートに駐車場が多く配置されて

いる。

DLCHIIは住戸数がDLCHIの4倍となる。Phaselと

Phase2の間に広大な遊び場があり、均等に分散配置され

ていた遊び場の配置に偏りが生じた。また、一部の街区の

角度をグリットからずらすことによって生まれた三角形の

スペースを遊び場や駐車場に適用することで一箇所の面積

を縮小させながらも配置数は増し分散させている。

DLCHIHでは、DLCHIIで始まったグリッドから一部の

街区の角度をずらす操作が顕著となり、1haあたりの遊び

場の配置数も最高となるなど、遊び場の分散化と細分化が

進んだ。その結果、アクセスしやすい場所に遊び場が配置

されている。
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[RRBP220との比較分析

IRRBP220蕗算言十画蓑準

IRRBP220には、1.循環、2.:コミュ
ニティ施設、3.公園、遊び場、4.イー
スメント、5,中健の用途で設けられ
た敷地のことをOSと定義している。
住居のOSに関しては、通風や光
の建物へ供絡する目的で敷地の中
に配置されるものとされている。ま
た、住戸が位置する敷地類型によっ
てOSの規定劃含が変動する。

IRRBP220では、學案内道路に
関する機能、舗装、ヒエラルキー、
通行権、配置、勾配、交蓬に至
るまで詳細に規定されている。

DLCHの華葉規模では、公園及
び遊び場面積割合は敷地全体の
3,5%と規定されている。建物
は建ててはならず、一箇所の広
さはIOOrr似上でなければな
らない。

DLCH規模の畢藁ではコミュニティ
施設用地面積が敷地全体の1.0%
以上と規定されている。多目的なセ
ンター施設の他、場合によっては、
学校や小売店なども設けてよい、、

特に、IRRBP220の規足はない
が、建築基準法に従うものとされ
ている。事業内にその駐車場を
設けない場合、敷地から100m
以内に設けるものとしている。

イースメントとは、住戸のフロント
ヤード部分のことで、IRRBP220
では、遵路から、1.5mの範囲の
ことである。改訂前は2.Omであっ
 た。

DLCHとの比較

OSの定義にある五つの空間
か計画的に連続しており、居
住者がOSで活動しやすい空
間が形成できている。
スターターハウスの面積が20
㎡であり、一戸あたりのオーブ
ンンスベースはその2倍の40
而以上である。

基準では、可能な限つで直交で
交わるものとするとあるが、
DLCH及び111では、意図的にグ
リットに対して45度の街区を設
けている。この結累、バランス
よく公園やコミュニティ施設用地
が配置できている。敷地の中央
部に幹線道跨を通し、それに住
戸まで細い街路で繋いでいる。

例外はあるものの、墓本的に
大遵路に面しては、広大な
(100㎡とはかけ離れた〕公園
が配置され、小道路の奥には
小規模なものが配置されてい
る。これは、大遵路が中央部
に配置されていることと同様で
あり、居住者全員が行き来し
やすい場所に計画されている。

コミュニティ施設用敷地は、
その面積割合及び使われ方は
事箪毎に様々である。DLC
川だけは、コミュニティ施設
用敷地が一箇所しかなく、そ
の割舎も1.18%と規定にき
わめて近い値を取っている。

どの購菜も敷地に内に駐車場
を配置しているが、DLC1、
IV、〉の駐車場は大道路に面
しており、小道路の輿には駐
車場はない。しかし、DLC
ll、川は小道路の奥にも駐車
場があり、住戸の近くまで車
の行き来があることになる。

イースメントは醒初から
FTBが墓準に従い供給して
いるので、初期の形状に墨準
との差異はない。

サイトプランニングの変遷

DLCI～Vの変遷グラフ
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型P鷲
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lII川IVV

イースメント面積割名

表5-11RRBPとDLCH

㊥配置数を増やすことで分散化しアクセシビソティの向上を図る

階図
細分化し配置数を増やす

1

量臨畢灘翫
・."02050100300{m}

街区をグリットからずらし三角形スペースを生む

図5-1公園へのアクセシビリティのための街区操作
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表5-2サイトプランニング技術の変遷
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Barangka,
MarikinaCity

1982-86

1期

5,2ha

544

Nova]iches,

CaloocanCity

1988-92

4期

26.6ha

2078

SanJosedel

Monte,Bukacan

1992-95

4期

17.3ha

1840

SanJosedel

Monte,Bukacan

1995-96

1期

10.4ha

1096

SanMateo,
Rizal

2002一

2期

21ha

2400

Out]ine

アテネオ大学キャンパス内のスクウォッター問題解決のために始めら
れたプロジェクト。当時、アテネオ大学(AteneodeManila
University)では、貧困層である周辺の不法占拠者の広大な大学キャ
ンバスの利用されていない土地へ侵入が問題になっていたのと同時に、
それに対する社会的な配慮・解決方法が真剣に議論されていた。大学
関係者が、かねてからデスマニャスの活動を通じて知っていたFTBヘ
プロジェクトを依頼したことが始まりである。問題となっていた貧困
層の人々は、「BarangkaGardenersAssociation」と呼ばれる大学
内の利用されていない土地の植栽を管理していたグループで、FTBと
の話し合いを経て、DLC1のあらゆる有益が議論され決定されていっ
た。資金は、フィリピン政府のブライベートサイト&サービスオフィ
スを通じてワールドバンクによってローンが組まれた。

一戸に占めるオープンスペース面積

敷地に占めるオープンスペース割合

敷地1haに占める住戸数

43.6M'

44%

101戸

DLC2は高速道路の近郊に位置し、PhaselとPhase2のあいだに
は緑地帯がある。その大きさ故に、プロジェクトの中央の穏やかな丘
の上に、ソーシャルスベースが用意された。そこには、会議を行う場
所(コミュニティーセンター)、多宗派教会、公立学校、そして小さな
商業施設を含む中心となる場所、アゴラが形成された。その他にも、
HAとともに、子供のためのプレイグラウンドを建設したり、その一

体を、木陰を提供する木々で覆ったり、とプロジェクトが同時進行さ
れたu土地は、再びSocietyofJesusによって供給され、20年を経
た現在では、1つの街を形成している。
巨大なコミュニティのため、コミュニティオーガナイジングにはし
ばらく問題があった。複数あったHAが統合されたのは2004年のこ
とで、長い期間にわたる居住者の議論、供給者との議論が繰り返された。

一戸に占めるオープンスペース面積

敷地に占めるオープンスペース割合

敷地1haに占める住戸数

59.8M'

46%

78戸

この当時から、地価の高騰が激しく、貧困層に住宅を供給すること
がますます困難になっていた。この頃、政府のローコストハウジング
の抵当が部分的ではあるが増額された。
立地は郊外にあたるため交通の便が悪いものの、以前までのプロジェ
クトの功績もあり、入居希望者が殺到した。敷地は緩やかな傾斜地に
位置するため、各住戸の敷地も不定形なものが多い。
DLC3では、新たに150、000ペソの住宅と土地をパッケージとして、

住宅供給する試みをした。この値段は当時、中層階級の家族にとって
ちょうど良い値段である。しかし、FTBによって、条件の中でもより
低所得者に、さらに仕事場がプロジェクトサイトにより近いことが考
慮、され居住者が選定された。

一戸に占めるオープンスペース面積

敷地に占めるオープンスペース割合

敷地1haに占める住戸数

42.2M～

44%

104戸

DLC4はマリラオ川に隣接すること、交通へのアクセスが困難なこ
とが考慮され、比較的安い値段で購入された。FTBはその後、隣接す
る川に適切な橋を建設し、対岸の大通りとDLC4を直接っないだ。す
ぐ北には、DLC3のサイトがある。
しかし、土地の高騰はますます激しくなり、低所得者層への低価格

での住宅供給は難しいものとなった。それを受けて、政府が改定した
BP220において、ローコストハウスの制限販売金額が値上げされた。

FTBは、住宅コストの急騰に塵面している購入者にとってより維持し
やすい住宅にするため、スターターハウスのいままでの戦略を簡素化
し、20㎡タイブのみ供給をするようになった。

一戸に占めるオープンスペース面積

敷地に占めるオープンスペース割合

敷地lhaに占める住戸数

43.7M'

46%

106戸

DLC5は、DLC2以来の大きなプロジェクトで、ラメサダム(LA
MesaDam)をはさんで西側に位置する。比較的平坦な敷地で、マリ
キナ川に隣接しており、周辺には、同時期に建設されたローコストハ
ウジングも立ち並ぷ。

DLC5では、全ての住宅を20㎡にしたことはもちろん、狭小化し
た住宅に合わせて、RestrictiveCovenantsが改定された。
地価の急騰、建材の高騰にあおられ、入居者の階級はほほ中層階級
にしぼられている。また、狭小住宅であるため、セカンドハウスとし
て住宅を購入する人、または、2つのユニットを持つ家族等も見られ、
ずでに低所得者厨向けの住宅地という枠には収まらない状況が見られ
る。そのため、ゲートや駐車場の問題等、当初の供給者の意図と実際
の居住者の需要とのあいだに多くの差異が見られる。

一戸に占めるオープンスペース面積

敷地に占めるオープンスペース割合

敷地1haに占める住戸数

43.2r6

48%

110戸
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DLCHIVは、アクセシビリティが乏しく川に隣接する厳

しい条件の敷地に計画され、街:区割は単純化した。代わっ

て敷地コンテクストに順応するような計画となり、川沿い

の危険な地域に分譲地ではなくコミュニティ施設用地を設

けるなどした。事業規模はDLCHII・Illと比べ縮小してい

 る。

DLCHVでは初めて敷地の外周部に歩道が設けられた。

その結果、道路面積割合は最大となった。DLCHIVと同様

に住戸タイプは長屋形式のみとなっており、lhaあたりの

住戸数(住戸密度)も5事業の中で最も多くなっている。

道路配置は、DLCHI～Vまで中央部に幹線道路を通し、

そこから各住戸へ道路及び歩道が繋がれているフィッシュ

スケルトンタイプであり大きな変化はない。

IRRBP220に定義されているオープンスペースの面積

の変遷をみると、道路面積割合は増え駐車場面積割合は

減少している。これは車のための空間を減らして人々の

活動やコミュニティを育む歩行空間をより多く提供する

という計画への変化があることが伺える。また住戸密度

は新しいプロジェクトほど上昇しており、住環境の高密

化が進んでいる。

6.協議録解読にみるコミュニティの自立プロセス

6-1.HOA

HOAは居住者全員で構成され、各ディストリクトから

選ばれたディストリクト代表者(以下DR)が中心となっ

て運営を行う(図6-1)。毎年2回全体集会が開かれ、そ

こでDRから組織の役員(会長・副会長・秘書・会計・監査)

が公選される。

会長は公約を果たすため、住宅地管理やプロジェクト

表6-1DLCHIのHOA委員会

  教育憾報委員会Educatlon&Infr,rmatlonComrnitte臼金ての事柄を正しくスムーズにすすめるため、コミュニティの大人子供の教育を計画し実施する
  不動屡管理委員会EstateM∂nagemene宝Commltteeコミュニティの物理的な管1馴こあたって評価し指遡を行うRCCの違従を冥践し.保証する
  財務予算・記録婁霞会Flnan⊂e/Budge1&InventoryCommlUeeHOAの口座の監責を行う.HOAの道臭.の調簸・購入を行い、HOAの歳入活動を巽践する
  苦僑処理婁與会GrlevanceComml粧eeHOからのコミュニティに関する不平不満を受付.対応する
  交通婁員会TransportatlonC「」mml口eesコミュニティ内の交通麿埋に関する全ての潤任を負う
  平和治安委員会Peace&Ord研Commltteeコミュニティ内の安全保持のため、活動を行う
  スポーツ婁員会Sports&PhyslcalFlmes～CommlUeeコミュニティの交流を図るため.スポーツの大会等を企画し、健康的なコミュニティを巽現する.
  祷別委員会ADHOCCr⊃mmlnees議会によって婁任された特別な役割を扱うため、諺員によって構成される,

遂行について毎月の協議会(HOABoard)で他のDRと

共に話合い、各委員会(表6-1)に協力を得て実施を目指

す。居住者は毎月管理費(50ペソ程度)を支払うととも

に、全体集会に参加し、協議会は傍聴することができる。

FTBの協力により創設されるHOAはコミュニティ構築

のための土台となっている。

6-2.HOA運営のプロセス

DLCHlのHOAの2002年協議会協議録(原文)全て

とその関連資料をもとに、オープンスペースの運営プロセ

スに着目した。

まず、協議会出席者の発言からオープンスペース整備の

経緯を明らかにし、そこから読み取れるHOAの運営手法

とコミュニティ構築、居住者の住環境への要望に関する

Board

President
Vice-President

Secretary
Treasurer
Auditor

OtherBoardofTrustees

SeveralCommittees

叙,(誘

図6-1HOA組織の模式図
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崖住奮簡土の交流

図6-2HOAと関連組織の関係の変化

表6-2HOAのオープンスペースについての進行プロセス(2002年)

                     1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月12月

                     全俸集会2/284/2010/2

                     協議会1/121/182/32/162/283/164/45/45!185/195/236/117/278/249/1410/611/112/8

                     特別・緊急特別特別緊急特別.特別

                     市の道路道路整備事業・市による填禦の発衷・ビングゲーム閣催・屠佐轡からの嬰黛を受けて羅蒸内容を変更。協議会でパランガイ・キャプテンが灘・難儲婁業途中経遇報蕾・工事醐始,特別蛋興会殺置
                     コミュニティセンター譲渡・FTBが譲護を提示・居住奢ヘニュースレター発行・コミュこティセンター管理聾霞会{特劉婁員会)設躍・F↑Bによる修繕が完了
                     その他共用聖間の利用のシニア市繊霧謙元雪端姦認膿;1こぞ゜ヨミ膏鍔羅子襲とにつ・・・べ一夕一通り沿いの居佳奮の蔚水タンク設置要蟹について
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発言にっいて考察を行った。協議会には主に、HOA役員、

DR、委員会関係者、FrB代表者、住宅所有者が出席し、

さらにゲストとしてバランガイキャプテン注18)、自治体代
表が出席している。

主なオープンスペースの整備に関するHOAの進行プロ

セスを表6-2に示す。1998年当初、FTBはオープンスペー

ス(道路広場、駐車場)を市へ譲渡する手続注19)を行ったが、
予算不足で計画は滞っていた。2002年に予算の目処が立

ち、最初に進められたのが「道路公園整備事業」である(表

6-3、図6-3)。また、2002年の大きな動きとして、「コミュ

ニティセンターの譲渡」がある。FTBの管理下にあったコ

ミュニティセンターの運営をHOAへ譲渡する手続が始め

られた。FTBは譲渡前に修繕・改修を行い、HOAでは譲

渡後の運営について準備が進められた。その他にも、居住

者の様々な「オープンスペースの利用」に関する要望にっ

いて話し合われた。

HOAでは、共用空聞整備に対応するために特別委員会を

設置し、事業主との連絡体制や引き継ぎ体制、財務体制を

整えている。ここでは市や町Bが提供する様々な事業に対

して受動的に対応するだけでなく、今後のコミュニティセ

ンタv--aSB理の基金設立やガイドライン作成を行う等、HOA

表6-3道路公園整備事業内容の変化 が主体となって事業を遂行するための基盤をつくるプロセ

 市による遺路公園整儲の提案内容〔2σ02年2月1

・・一{二黙謙臨、。。。公。,。発

一モ1鰭_
(樹木の手前から後方へ)
破片・ゴミ・伐採された植初の清漏

歩遵や小遜での榎栽を禁止

公圓の不必嚢な植物・物干を雛除

待含小厘・階段の取り壌し

コミュこティセンターの農根取付

全俸の消滞活助

耀{熱灘幽
ジョセフ通りの北端に公圏を建験

協膿後全体集会で発衷された
運路公圓整備成累内容〔2QO2年IO月}

燈[董読談雛撮窪ご)
各歩逼へ配置

ジョセブ通り北蝿とコミュニティ

・旺脇瀦霧翼識。、。撮

噸1灘臨
ジョセブ通り(StJosephAvenue)
沿いの樹木の枝の舅建

ジョセブ過り沿いの4本の死木を伐採

騰譲賠懇の駆の高い部分の死木
ジョセフ遇りとアン通りの角地に低木
や芝生の溜播
マザーテレサ通りの右に蓮つ働れ
そうなマンゴーの木の処理
マザーテレサ通り(MetherTheresaSt.)
近くのオーブンスペースに位圏する
Kubo-Kuboの取つ壌し
アテネオ八ウジングとデラコスク【
の間のクリークの浄化、

スが明らかになった。また、各委員会では委員として参加

している代表者以外の居住者も、身近なところから協力で

きることを提案し、事業を盛り上げる動きも見られた。

このことから、市当局やFTB、居住者との関係を築きな

がら運営を実施するHOAの有効な細織体制と自立的な運

営プロセスを読み取ることができる。

6-3.HOA内コミュニケーションの構築プロセス

HOAの会長はまず、各事業主から受けた事業内容をDR

に伝達する。DRは各ディストリクトで話合い、居住者の

意見をまとめ、次の協議会で発表する。また、市を3回に
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わたって協議会や集会に招き、居住者に直接説明する機会

を設けている。さらに、ニュースレターの配布で事業を説

明するだけでなく、調査票を作成して居住者の動向や需要

を聞く努力も見られた。

これらから、様々な手法を通して居住者の賛同を尊重し、

事業に反映していったことがわかった。また、HOAの協

議会を軸として、DRやBL(ブロックリーダー)、HOA委

員等の異なるコミュニティスケールのリーダー達の連携に

より、ネットワークを構築していったことがわかる。

6-4.コミュニティの自立プロセス

市やFTBが提案する事業内容に対して、居住者や代表者

から様々な住環境全体を配慮した意見を読み取ることがで

きた。

例えば、3月16日の協議会において市当局が「街路樹

や公園の樹木を伐採し、居住者による植栽を禁止する」と

提案したときに、代表者によって反対意見が述べられてい

る。理由として、樹木伐採による日陰の減少で特に夏の

住環境が悪化することや、居住者が好意的に行う植栽行為

を禁止することと市当局の住環境整備のコンセプトに矛

盾があること等が指摘されている。また、居住者個人が

コミュニティセンターの一角に規約では禁止されている

コーヒーショップを開店させると提案したときには、協

議会で「全体に利益があるもの」として承認がなされて

いる。このことから、HOAの個々人が居住環境に関心を

持ち、住み良い環境にするための意見を持っていること

が分かる。また市当局やFTBの意見も取り入れながら様々

な協議を重ねることで、協調的な結論へと導く過程も明

らかになった。

HOAの協議録の解読からは、HOAが継続的な協議の

場を持ち、小さなコミュニティレベルまで活動の情報が

行き渡るネットワークを保持しながら、居住者の意見を

住環境整備に反映してきたことがわかった。また、居住

者の住環境に対する意識も高く、ディストリクト・協議

会等の様々な場で議論がなされ、「葛藤」・「協調」・「促進」

の過程を共有しながら住環境整備が進められている。そ

のため、自然と居住者が自分が住む場所で今何が起きて

いるかを把握し、住環境をどうしたいかという意見を持

てる環境が整えられている。つまり、HOAそのものが自

立プロセスを経験することが、住環境全体がエンパワー

メントされることに繋がっているといえる。

しかしながら、入居から約20年が経ったDLCHIでは、

居住者の生活の向上と共に、駐車場の不足や増改築制限

に不満を持っ居住者からRCC撤回の意見書が出されてい

る。それに対してFTBは、DLCHが元々は低所得者層用

住宅であることを強調し、RCC撤回による「スラム化」

を警告して反対の意を唱えている。HOAではRCC特別

委員会が設立され、その後も議論が続けられている。「低

所得者層用」といった枠組みであっても、居住者の生活

の向上に合わせて柔軟に更新されるべきかどうかという

ことについては今後の課題といえよう。

7.RCCと居住実態

7-1.居住者特性と増改築の傾向

居住者の居住実態とRCC(図7-1)の関連性を考察する

ため、2002年の入居開始から約6年が経つDLCHVの

Phaselに対象を絞り、各住戸の立地・フロントヤード

のつくりこみ・家族構成等から典型的な増改築状況を示

すと思われる23世帯を選定しヒァリングと実測調査を

行った。

住宅所有者は、30～50歳の勤労層で、核家族が多

い(表7-1)。就業の場は半径1.5km以内にある地域が

多く(13/23件)、海外勤務は4/23件あった。平均月

収(11/23件回答、海外勤務除く)は、約15,590ペソ

で、メトロマニラでは10段階中第3～5階級}主20)に位
置する低中所得者層となる。月の住宅ローン割賦金は、

平均2,083ペソ(16/23件,一括現金支払4件,増pam-一一

ン追加1件,賃貸3件)であった。住宅の購入理由は、「経

済的に購入しやすいこと」以外にも「ビジネス」や「セ

カンドハウス」を目的に挙げる世帯もあり、郊外住宅地

に対する新たな需要が見られた。

増改築の傾向としては、入居前に増築する「初期増築型」

は7/23件、貯蓄状況により少しずつ増改築を繰り返す「断

続的増築型」は12/23件、スターター一ハウスを維持した

まま利用する「原型維持型」は4/23件であった。「初期

表7-1調査対象居住者特性

                        住戸名ABCDEFGH」JKLMNoPQRSTuVW

                        世幣人数45224322444426625424745

                        子供人数230022012222144o32124+123

                        瑠+核象族

                        家族形懇核鎌族核寒族夫婦老夫婦核窯族姉第+養子老夫婦斑+娘核寒族接象族核家族核家蔵父+息子核家族核謬～族老夫婦核家族核象族母+娘核署～族+娘夫蠣+孫核累族核家族
                        所膏看年齢373540503730384337353040304652一41373248413838

                        所有者駆策建設簸麿瞳士厨讃士藁剤師建材販売介腰士水販売パートデサイナー一会社輿エンジニア床麗経営飲料販禿蓬備員引退会社興会社員教師会社属会社輿公務興エンジニア

                        居住年数23434355545561462565266

                        仕事場パツシ『ケソンリアンマリキナイギリスDLC5フτ7ヒューマカティケソンパランク「7つニノ7うビアDLC5サンボセケソンDLC5マカティパツシケソンケソン日本ブラカンアーストう」7

                        世帯月収20,000一15,OOO一τ5,000一6ρOO一25ρ00一18,OOO一一一20ρOO16,000一12,50012,OOO121000『一一

                        所有形態掩家挿家鱒寒持球持螺持蒙掩家持累拷家袴家持累持家賃貸賃貸持家捕象持累持家持家持累賃賞持駅捲家

                        以前の住まい一一一一一持照貸家一一一一貨家貸寒寅家貸累持家一一一貨家一一貨家

                        増改築タイプCABCCBBABBABABABBABBCBB

                        増築回数1O11311011o1一一111111『11

                        改築回数一2一21一1一一一131一一一2『1一一2一

増改築タイプA=スターター八ウス(原型)B二背部増築C=上部増鐙
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増築型」と「断続的増築型」では、家族形態の変化・商
売・快適性を理由に増改築されているが、経済的状況に

応じて徐々に住宅をつくり込んでいく世帯が多かった(図

7-2)。

7-2.RCCの維持と限界

居住者は基本的にはRCCという「規律」を守って住宅

を増改築する。しかし調査からは、必ずしも「規律」内

に収まらず、個々の生活の変化に合わせた多様な居住実

態が明らかになった。ここでは、RCCを守り「規律」を

維持している住宅、RCCを居住者が自律的に「読み替え」

て空間をっくりこんでいる住宅に分類し特性を分析した

(図7-3)。

エアウェル(AirWell)やフロントヤー一ド(FrontYard)

の規約に従い増築している住宅は11/23件であった。住

宅Fでは、エアウェルを伝統的慣習であるダーティキッ
チン注2Dとして使用しており、屋根にはトタンをのせて

ほぼ室内として利用していた。ここではフィリピン住宅

の伝統的な表裏のある住まい方の慣習の継承が読み取れ

る。「規律」に従いながらも多くの住宅でみられたのは、

建材を「更新」することで空間をグレードアップしてい

く行為である。住宅Qでは、フロントヤードのフェンス

の素材が竹からCHBii'z2)に置き換えられた。さらに鉄格
子が設置される予定である。また増築部分を仮設的な空

間から常設の空間に更新する世帯もみられた。このよう

にRCCを維持している住宅では、居住者が規律に生活を

適応させながら居住していた。

また、5/23件の住宅がエアウェルの面積を拡大・縮小
させたり変形させたりして、規定の空間を「伸縮」させ

ることで、「調整」している行為がみられた。また、バッ

クヤードへの増築を段階的・部分的に行っている住宅も

あった。住宅Pでは、背部に壁を増築し屋根をかけてい

たが、隙間をあけて採光し床を張らずに半屋外空間とし

て利用していた。経済的な理由もあるが、特に乾期は涼

しく、快適に過ごせるという。さらに、採光や通風の利

点や居住空間を最大化するために、壁を取り払ったり、

エアウェルを確保しなかったりと、RCC違反の住宅がみ

られた。住宅Sでは、エアウェルのリビング側の壁が取

り払われ、エアウェルの空間が台所に改築された。天井

をポリカーボネイト樹脂製波板にすることで、ダイニン

グにも寝室にも光の届く室内環境を創出している。

スターターハウスの面積制限から、居間領域の拡張を

図っているこものも多い。エアウェルやフロントヤード

を利用して台所やダイニングの居住機能を拡張している。

エアウェルに屋根をかけることは禁止されているが、ト

タン等の仮屋根をかけて室内と同等に利用している世帯

が多かった。

このように、RCC違反とみなされる行為ではあるが、

RCCの進歩的な「読み替え」を行っている住宅では、「規

律」の必要性を理解した上で、居住者が多様な手法を用

いて自律的に居住空間を創成している。言い換えれぼ、

DLCHでは居住者が、個々の良好で快適な居住空間への

要望を追究しつつも、住環境全体へ配慮しながら個々の

空間を実現している。そのことが厳しい「規律」が存在

しながらも住環境に多様性を生み出す要因の1っとなっ

ていると考えられる。

7-3.近隣へのつくりこみの連鎖

RCCにより、いかなる建物の建設も禁止されている

図7-1RCCの増改築規定
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1.鼠的
 デラコス鋳卵ξ得書住宅事鑑の保獲と利益のため、ま

た環在または今畿箪藁の住宅駈脊嚢になる人々のため、
さらに倥戸ユニットの譲濱の約因の一部として、この礫
が計薩された憲図や員的を誕….拷するために公務される。
住戸ユニツトの販売や譲渡は低断得の家族のみが対象

とされること;ある一定レベルのプライバシーは観察され
樗ること1コミュニラ:イ精神が饗溝されること鍛好な環境
が維持管理されることで、住宅所誉麿の擦光・趣気稠囲
の均衡のとれた空間の広がりが守られること、
2.HOA
RCCはF↑Bの権力に属すること.HOAは管理.の譲濃後

もRCCの総行を継綾すること
3,一殻の怯宅鮒隆

増改築を行う時は、FTBヘブランを串告すること.
3-1.敷地の畿合の獲止
住宅所碧警は、統含騒的に麟堆1を購入できない,
3-2.纏委聾の醗・露漆
土地保蒼樫を薮売・譲渓する場舎は、HDMF・HGC・他
政構機路の定める塁薦・ガイドラインに従うこと.新た
な購入薯は売り手と岡等の椹利を持ち、同等の権利と
繧務を引き曼ける.
3-3.動糊
家蕾・ペットの傑有は禁止しない.全ての動物は近礫に
還惑をかけないように飼い主が養任を負うこと.

3-4.イー一スメント
フロントヤー一ドを萌難.地境界線からL5m確保し何も
建設しないこと.
採光と通嵐のため、灘慧2,0mx2,5mの映灘左けを
確保すること(繧糠なし}

3-5.フ:nンス
正面のフmンスの嵩さはCHB造で1.2m、竹・鉄格子等
で1.8mまで,背蔀のフェンスの高さは25mまで.

3-6.増築
上階への摺.褻は高さ7,0mまで.
 射敷地境界線から3.5「ηのセット八ック.
甜鯉.Omx2.5mの吹き按けの確保(麗根なし1
3-7.GLへの醗
RCCは茎本朗に土地が平坦であ壱ことを萌援に定め
られている.平坦ではない土地の場脅、低地を基準とし
てRCCが規窟される.

3-8,広い敷地。不窪彩な敷地
RCCに示されている敷地面積より大きい蛮たは不定
形の敷地を持つ場含、FTB(後にHOA}の遡切な管理.
の下でその土地の利点を活かした増築'が可能である.

3-9,蕎兜
サリサリストアまたはその他の簸似する店舗は禁止し
な拭ただし、フ日ントヤードでは商売を行わないこと.
商贔やディスブレイ、道翼類一式はすべて住宅内部に
置くこと.

3-10.薯櫛プンスベース。パプリックスベース
オーフンスベースやバブリックスベースは、すべての屡
倥蜜・コミュニティが利用するために存在蜜る.催人的
な利扇によって全俸の利用権を警しないこと.
幹線道路、主要遵路に面する住宅所有書は、計画され
た歩}眠のO.5mの極栽帯の植物を學受する,橿栽帯
ぱ俊宅所有者の所脊ではなくコミュニティが所育する
ため、フェンス等で侵反しないこと.偲人で櫃栽する場
舎はディペロッバーの許可を得て行うこと,

3-11、慶樵
GIシートまたは類似品を使用すること、

3輌12、選劉な建設時の破片や上壌の鮭理は住宅湧有
瀟の綴任とする.

4.鮒醒の選応
5.題園の強髄
6.翻躍の纏饒

写真7-1スターター八ウス 写真7-2入居後の住宅まわり

灘鰍・駕郷獺ぎ禦欝灘簸麟騰晶
錨麟灘隷鉾゜既馨羅叢藻灘磯熱
図7-2
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フロントヤードでも、実際にはフェンス・植栽・家具等で、

居住者による積極的なつくりこみが行われている。立地

別にフロントヤードの使われ方を分析すると、幅員3m

の歩道に面し向かいに住宅がある住戸のフロントヤード

が最も居室化が進んでいることが分かった。理由として

は、幹線道路から距離がありプライベート性が高いこと、

また高密な狭小住宅のため外気に触れることのできるフ

ロントヤードに出る機会が増すことが挙げられる。

道路空間でも通りによって異なるつくりこみがみら

れた。特に、幅員3mの歩道では、向かい合う居住者

のつくりこみが重なり、独創性のある空間が顕著に現

れる。例として住宅S周辺のつくりこみを示す(図7-2

下)。ここでは、居住者がフェンス沿いに木を植えており、

それらがリズミカルに配置されている。また、比較的フ

ロントヤードにフェンスを設けていない住宅が多いため

(5/10件)、連続的に通りが広く開放的に感じられる。ヒ

アリングからは、近隣の友達どうしでフロントヤードで

の談話や言付け、また互いの家の行き来が頻繁に行われ

ていることもわかった。

また、住宅Sの西方には、FTBが既存の樹木を保護す

るために住戸4件を建てずに残した小広場がある。大き

な木の下では、近隣で協力して設置したバスケットゴー

ルを利用して子供達がバスケットをしたり、休日には小

テーブルを囲んで大人達がカードゲームを楽しんだりし

ている。住宅Sの居住者Bさんは、近隣の家族世帯と誕

生日会やクリスマス会を頻繁に行っており、パーティ後

には何人かで清掃しているという。

このように、フロントヤード、歩道、小広場といった

段階的なオープンスペースのっくりこみが連鎖すること

により、独特のストリート景観が形成されるとともに、

な近所付き合いが活発となり多様な活動が展開されるこ

とがわかった。特にフロントヤードの居室化が進み、そ

れぞれの空間に多目的(商売・食事・家事・休憩等)な

居住機能が現れることで、道路を介した「近隣コミュニ

ティのリビング空間」が創出され、安全で親善的な住環

境が構築されている。ここでもRCCの「読み替え」が指

摘できる。

という居住者組織によって居住者が住環境整備や管理に

携わる機会が多い。このような「住」に関する継続的な

学習の場や機会が多重に計画されることによってコミュ

ニティが熟成し、良好な住環境形成のための重要な資源

が生成されている。

2.HOAの熟成とパラダイムシフト。入居から約20

年が経ったDLCHIではHOAが熟成した。これはFTB

の長期的関わりの大きな成果である。しかしながら住宅

の更新時期を迎え、HOA自身により新たな目標像が模索

されている。居住者の生活の向上に合わせて、住宅地そ

のものやRCCが柔軟に更新されるべきかどうかというこ

とについては今後の課題である。

3.居住規約の有効性と更新の許容性。低所得者用住

宅地において居住規約を設けることは、フィリピンの伝

統的習慣に多くみられる制限のない増改築を防いでいる。

しかし、居住者はRCCの「読み替え」を独自に行ってお

り、それは空間的には自律的制御の範囲内である。今後

は居住者の生活の向上に合わせて改定できるしくみを整

えるなど、常に更新可能な建築的「規範」としての許容

性とそのあり方の議論も望まれる。

4.新たな住環境の規範の創出。供給者が初期に与え

る住環境維持のための厳格な「規律」に対して、「読み替

え」に代表されるような文化的・社会的文脈を背景とす

る居住者組織や居住者による居住空間の調整(共有や更

新のプロセス)は、必ずしも否定されるべきものではない。

「規律」はそのコミュニティにとって共有される新しい「規

範」へと変化させていくことも望まれている。

いわゆる低所得者層用の住宅地では、居住者は、特に

入居当初、自分の住宅をいかに住みやすく構築するかで

精一杯の状況であることは疑いない。しかし、DLCHでは、

供給者の一連の居住規約を通した居住者への働きかけが、

居住者の住環境に対する意識を育むエンパワーメントへ、

一連のHOA活動がコミュニティ・エンパワーメント創

成へと繋がっているといえる。今後は、他の低所得者用

住宅との比較検討も行っていきたい。

8.まとめ

DLCHはサイトプランニングの単純化や住宅タイプの

減少などフィジカルな側面ではマイナーチェンジを経な

がらも、管理運営の点では、コミュニティ・エンパワー

メントを目指した活動を継続している。

DLCHプロジェクトと協調的な住環境マネジメントに

関する特性と課題を以下にまとめた。

1.継続的住学習の場としての住宅地。DLCHでは、

入居前から長期に渡って供給者によって住宅問題・管理・

共同居住に関する知識や議論の場が与えられ、またHOA

<注>

1)EnablingStrategy.経済力のない行政に頼るのではなく民
間をenable(カをつける)して経済等の活性化をはかろう

とする戦略。1980年代後半に、国連機i関が提唱した途上国

の住宅事業のあり方の1つ。広く官民の関係を説明する際に

使われるが、その根底にあるのは「政府は直接供給を撤退し、
他の法的・財政的・統制的手段で開発を可能にするべき」と

いう発想である。すべての潜在力は動員されるが、いかに住

まうかを最終的にきめるのは自身であるとされる。

2)本研究での供給者とは、住宅供給のみならず住環境形成のた
めの支援を行う団体全てを指している。

3>本研究での住環境マネジメントとは、住宅・住宅地・都市に

おけるフィジカルデザインマネジメントとコミュニティデザ
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インマネジメントの両方を指している。

4)Philippines,CensusofPopulationandHousing(2000)
5)HousingandUrbanDevelopmentCoordinatingCouncil,
住宅・都市開発調整委員会のことで、住宅供給に関わる資金

提供や土地分配事業、住宅建設事業まで全てを総括している

政府機関の総称。

6)社会住宅(SocializedHousing)は、貸付上限額(Loan
Ceiling)が30万ペソに定められている。

7)経済住宅(EconomicHousing)は、貸付金額が30-50万
ペソと50-200万ペソの2タイプに分かれる。

8)居谷献弥:「フィリピンにおける最近の住宅事情および住宅
政策」、「住宅」Vol.52、P23-31、2003、参照。

9)FTBの紹介冊子には、Ternerの以下の文が引用されてい

る。「...lfdwellersparticipateinthedesign,construction
andmanagementoftheirhousing,theprocessand
enviromnentthuscreated,stimulateindividualand

socialwell-being.Ifnot,theprojectmaybecomea

barriortopersonalfulfilllnentandaburdentothe

economy・」

10)不法占拠者に対してやむを得ず強制家屋取り壊しを執行す
る際等に、それがより人道的に行われる様に実施細則を規定

している。

Il)Pagtutulungansakinabukasan:lkaw,Banko,Industriaat

Gobyernoの略。英語名は、HomeDevelopmentMutual
Fund(HDMF)で、雇用者や公務員等で構成されるメンバー
に対して倹約な貯蓄・貸付機能を提供する機関。貸付は、住

宅が主な対象であるが、多目的貸付サービス(住宅改善・生
計・医療・教育等)もあり、目的に応じた利用ができる。

12)RestrictiveCovenantsContractの略でDLCHで施行され

ている居住規約のこと。

13)住宅竣工後にFTBが運営に関わる期間は、それぞれの運営

状況によって異なる。

14)BATASPAMBANSA220(BP220)とは、1982年3月

25日のフィリピン大統領令第957号、1216号、1096号、

1185号に基づき、都市や地方での社会住宅・経済住宅事業

における緩和基準や技術条件を制定し公布する権限をフィ

リピン人間居住省(MinistryofHumanSettlements)に与
える法令のことである。主として民間による都市や地方の中

低所得者用の十分な社会・経済住宅の需要に応えることを目

的とした社会住宅・経済住宅供給事業の開発を奨励し促進す

ることを目的としている。一般的な住宅地開発については

PD957(PresidentialDegree957)に規定されている。
15)ImplemelltingRules&RegulationBatasPambansa
220(IRRBP220)は、人間居住省(MinjstryofHuman
Settlements)が公布した。現在は人住宅土地使用調整委員会
が継続して改訂を行っており、2001年に最新の改訂版を公

布している。都市や地方での社会住宅・経済住宅事業におけ

る緩和基準や技術条件を制定しており、一般住宅とは異なる
内容となっており、全5条で編成されている。第1条には

規約の適用範囲や方針宣告、第2条には経済・社会住宅事

業の最低設計基準や事業の計画基準と住戸の最低限度設計基

準及び適用除外の条件等、第3条には住宅供給計画と建築

設計の認定にっいての条項及び事業計画の認定条件や対象住

宅の認定条件など事業における認定の条件・調査及び評価方

法、第4条には経済・社会住宅事業の許可及び登録に関す

る条項及び登録申請方法や証明書の作成方法と関連資格、第

5条には用語の定義や居住者を対象とした規定が記されてい

る、,ここでは主に第2条の経済・社会住宅事業の最低設計

基準を指標として分析した。

16)「公園及び遊び場用に配置された敷地は、1ha以上の規模

の事業では必須であり、事業内に計画的に配置するものとす

る。公園及び遊び場用に配置された敷地は非売却地とし、コ

ミュニティーホールは建てられないが、バスケットボール

コートは設けることはできるものとする。」とIRRBP220に

明記されている。居住者が植物などを植えている庭のような

機能を担っている場所も存在する。

17)道路網を計画する際に尊守するもので、幅員や機能、舗装

など細かな部分まで規定されている。分類としてはmajor
road、minorroad、sidewalk、allay、pathwalkがある。

18)バランガイキャプテンは、フィリピンの最小行政単位であ
るバランガイ(人口にして1000人程度の規模)の長となる

人物で各地域を回り、直接的に事業の指導等を行う。

19)1997-1998年にかけて、FTBはDLCH1の住戸以外のス

ペース(道路・広場・駐車場等)の管理を市へ譲渡する申請
を行った。

20)HUDCC2002年国勢調査。
2Dフィリピンでは内台所の他に、煙の出る調理を行う外台所

(DirtyKitchen)を設置する慣習がある。
22)ConcreteHollowBlock。

23)Sari-SariStoreは、菓子や雑貨等を販売する商店で妻が内

職として経営していることが多い。
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